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第２回フードバンクこども支援プロジェクト報告書
（簡易版）

１．プロローグ
私たちが学校教職員の方々とお話をする際に「夏休みがあけてくると痩せてくる子ども

がいる」というお話を伺う機会が何度となくあり、私たち“フードバンク団体でできる

こと”を考えたときに、フードバンク山梨で実施されていた「フードバンクこども支援

プロジェクト」の存在を知り、それを京都でも行いたいと思いました。

そのための費用として独立行政法人福祉医療機構（WAM）の助成を受けることとし、配

送料はクラウドファンディングを実施して補填、という予算計画を立て２０１８年に第１

回（７月２0日・８月１0日・１２月２１日）を実施しました。食品にアンケートを同梱

し申込者に送りその結果、今まであまり可視化されてこなかった申込者の厳しい経済状況

などが明確になり、継続して実施すべきである、と考え第２回の実施計画を立てました。

２．プロジェクトの計画
２年目の本年は京都市教育委員会の方は希望された６小学校の校長先生のもとで実施、

八幡市は市内８つの全小学校で実施することになりました。

出荷日は７月２１日、８月１０日、１２月２１日に決定しました。

３．プロジェクトのスキーム
本年のプロジェクトの対象は就学援助を受給している準要保護世帯とし、京都市では

対象の世帯に各学校から申込のあった順に保護者へのプロジェクトの案内と申込書を

世帯数分送付し、それを各学校が対象の保護者に、保護者と学校間で使われている通い

封筒に入れて情報を提供しました。八幡市では市教委から直接対象世帯に送付して頂き

ました。申込のあった世帯分の食品を用意し京都府立京都八幡高等学校で梱包作業し佐

川急便で各家庭に宅配しました。
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４．案内文配布数と配布方法
保護者への案内文と申込書の配布は

・京都市（６小学校）→３４４世帯

対象世帯：就学援助受給世帯（準要保護）

配布方法：対象世帯に通い封筒にて各学校から生徒へ配布

・八幡市（８小学校）→７５９世帯

対象世帯：就学援助受給世帯（準要保護）

配布方法：三者懇談時、自由に持ち帰り頂く

両市あわせて１１０３世帯に案内文を配布しました。

５．食品の寄贈
今回使用した食品は以下の皆様のご協力を頂きました。（順不同・敬称略）
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中京区 荒木敬子 伏見区 石原広嗣 左京区 伊東知康 伏見区 澤田敏子

伏見区 財津信幸 城陽市 鹿野啓子 宇治市 永松英高 京丹後市 吉岡浩

アルフレッサファーマ株式会社 ウエストビレッジフーズ株式会社

京都市京都マラソン実行委員会事務局 京都トヨペット株式会社

京都フードセンター 近畿経済産業局

コストコホールセールジャパン株式会社 京都八幡倉庫店

三洋化成工業株式会社 品川インターシティマネジメント株式会社 株式会社松風

ならファミリー管理事務局 日本ケロッグ合同会社

一般財団法人 日本バプテスト連盟医療団 総合病院 日本バプテスト病院

一般財団法人日本非常食推進機構 特定非営利活動法人フードバンク山梨

マルコメ株式会社 学校法人龍谷大学農学部 株式会社ローソン

フードドライブにご協力頂いた府民の皆様



６．広報（メディア掲載）
（１）プレスリリース発表（6月10日・8月7日・12月17日）

（２）新聞 毎日新聞 京都版 1月23日 朝刊掲載

毎日新聞 京都版 6月22日 朝刊掲載

朝日新聞 東京版 7月26日 夕刊掲載

（３）ラジオ KBS京都ラジオ 7月18日放送 「さらピン！キョウト」 理事長 出演

KBS京都ラジオ 7月20日放送 「羽川英樹の土曜は旅気分」理事長 出演

KBS京都ラジオ ８月14日放送 「さらピン！キョウト」 理事長 出演

KBS京都ラジオ 9月29日放送 「久米村直子のSuper Duper Sunday

～京都岡崎であい・いきいき！スペシャル！」理事長 出演

（４）ポスター掲示（順不同・敬称略）

・あかね法律事務所 ・株式会社アネジス ・右京区役所 ・オムロン株式会社

・大倉産業株式会社 ・神崎法律事務所 ・木内総合法律事務所

・公益財団法人京都オムロン地域協力基金・京都市ごみ減量推進会議

・京都大学大学院地球環境学堂 浅利研究室

・京都府立大学大学院 環境配慮型生活学研究室 ・京都生活協同組合コープさがの店

・京都生活協同組合コープ城陽店 ・京都生活協同組合コープ醍醐石田店

・京都生活協同組合コープ二条駅店 ・京都生活協同組合コープパリティ店

・京都生活協同組合コープ桃山店 ・京都府共同募金会 ・株式会社京都放送（KBS京都）

・京都府立京都八幡高等学校南キャンパス ・佐川急便株式会社 八幡営業所

・左京エコまちステーション ・三洋化成工業株式会社 ・株式会社シナノトレーディング

・有限会社スタジオアイ 長岡京店 ・ちゃあちゃんのおばんざい ・Beauty Art ノーベル

・伏見区総合庁舎 ・弁護士法人伏見総合法律事務所 ・マルトシ珈琲株式会社

・珉珉食品株式会社 ・もがり歯科 ・八幡市教育委員会 ・涼風（喫茶）

７．クラウドファンディング
「CAMPFIRE」のサイトで“こどもたちの「お腹減った」をなくしたい！生活困窮

家庭への食料支援プロジェクト”と銘打ち6月10日～8月28日まで実施しました。

目標150万円に対し33万7千5百円と目標を下回ってしまいましたが、京都地域

創造基金を通して100万円を越える寄付があり、それらを合わせるとほぼ目標額を

達成しました。
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市 合 計

京都市（小学校） 79

八幡市（小学校） 158

合 計 237

８．申込数（出荷数）

２３７件の申込者に夏２回、冬１回
合計７１１件の出荷を行いました。

９．出荷作業
昨年に引き続き、３回とも京都府立京都八幡高等学校のご協力で教室をお借りしボラ

ンティア部の皆さんにご協力頂きました。また、サッカーチームおこしやす京都A.C

の皆さんと一般からご応募頂いた方々とセカンドハーベスト京都のボランティアで出荷

作業を実施しました。本年度はローラーコンベアの導入により作業効率が大幅に向上

し時間短縮できました。

【作業者人数】

７月２0日：23名 ８月１0日：19名 １２月２１日：24名



10 ．プロジェクト申込書とアンケートから
プロジェクトの申込書に生活状況を書き込む欄を設け、7月の出荷時は、立命館大学

産業社会学部 現代社会学科の石田賀奈子准教授に調査アンケートを作成頂き、食品

に同梱し送付しました。冬の出荷時には簡単なアンケートはがきを同梱、送付しました。

30代女性：母子家庭でパートで朝から夕方まで働いていますが、給料がそんなになく、生活が苦

しいです。長期のやすみに家で留守番をしなければならないときに、早起きをして朝食昼食を作っ

ていますが、いただいた食品等があれば、私の心にゆとりが出来て、とても助かっています。宜し

くお願いします。

（１）申込用紙から

（２）調査アンケートから

３０代女性：沢山の支援をして頂き、本当に助かります。心より感謝致します。育ち盛りの子供

を３人かかえ、シングルマザーで不安も沢山ありますが、このようなプロジェクトを利用し、人

の優しさ、１人ではないんだという心強さを改めて実感する事ができました。また頑張ろうとい

う力の源にもなりました。ありがとうございました。

30代女性：切実に困窮しています。少しでも助けていただけると助かります。

30代女性：家賃や引っ越しでとても食費にこまっているので、頂けるととても助かります。子供

にとってこちらに来る方が為だと思い、こちらに来ました。未婚シングルのため、子供の父から

一切もらっていません。子供がインフルエンザに2回もかかってってしまって、働いた日数を減

らしてしまって給料も少なかったので少しでも頂けましたら助かります。

４０代女性：今回、学校からのプリントで初めて知り、利用させていただきました。たくさんの

物を頂き、それを寄付してくださった方がいて、そのお気持ちがうれしく、心が温かくなりまし

た。子供にも、この仕組みを説明して、「助けあい」の心がもてるように話をしました。

４０代女性：沢山食品が入っていて、子供が沢山食べれたので本当に助かりました。食品に同封し

てある手紙の文に温もりを感じ、救われました。必死な私を思い、助けて、応援してくれている人

達がいるんだと元気をもらえます。我が家以上に助けを必要としている母親やその家族が、この支

援を知って私のように救われてほしいです。素敵な支援を本当に有難うございます。
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30代女性：給食のない、長期休暇の時は、お昼ご飯を用意しないといけない為、普段よりもお金
がかかる為、本当に 苦しいです。[br]よろしくお願い致します。

（３）アンケートはがきから



◆クラウドファンディングにご協力頂いた皆様（順不同・敬称略）

・浅井田 淳子 ・浅田 和利 ・生田 真依子 ・宇野 明香 ・小笹 憲子
・尾関 泰輔 ・桂 浄薫 ・門松 冴果 ・慶山 忍
・弁護士法人 伏見総合法律事務所 ・宮阪 博己 ・Leaf Note
・その他氏名不記載希望の皆様 ２６名
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◆京都地域創造基金を通してご支援頂いた皆様（順不同・敬称略）

・株式会社旭商会 ・浅利 美鈴 ・及川 愛 ・岡田 悦子 ・岡田 秀子
・田中 容子 ・チャリティ手ぬぐい実行委員会 ・匿名希望者３名

アンケートはがきから続き

◆寄付金でご協力頂いた皆様（順不同・敬称略）

・京都生活協同組合 ・三洋化成工業株式会社 ・株式会社島津製作所
・星和電機株式会社 ・株式会社ローレル京都



◆２０１９年度を振り返って

昨年は西日本で初のフードバンクこども支援プロジェクトでしたが、２０１９年はあらた

に国内で１０数団体が実施し西日本でも松江市で取り組みがあり、次年度では滋賀県でも

はじまる、というようにこども支援プロジェクトが全国に拡がりつつあるのは“見えにく

い““分かりづらい”こどもの貧困への支援策としての有効性を知って頂くことができて

きたからのように思います。

２０１８年のプロジェクト立ち上げ時に比べて、各市教委の理解も得られており、プロジ

ェクトを利用世帯に案内することは大変スムーズに進めることができました。その一方で

肝心の食品が利用応募世帯数に比して少なく、寄付金の多くを食品購入に使用しました。

OFFICE
〒605-0018 京都市東山区巽町４４２番地の９ 京都市東山いきいき市民活動センター内
e-mail：2hkyoto@gmail.com TEL：075-601-2100  FAX：075-320-3765

ストックヤード（倉庫）
〒611-0041 京都府宇治市槇島町中川原１２５ 大倉産業株式会社物流倉庫内

フードバンク団体として食品を集める力がまだまだ不足しているのが露呈することになっ

た一方で、フードドライブや寄贈品では供給されない食品が届けられたことにより、少し

は栄養内容が改善したので、次年度はより積極的に寄付金で食品を購入するということに

も取り組んでいきたいと思っております。

アンケート調査では生活保護水準以下で暮らしている世帯も少なくない数があり、経済

的に大変な状態にありながらも毎日を必死で過ごしている方々が多数見えてきていました。

現在の福祉制度が届かないところにピンポイントで届けるこども支援プロジェクトを今後

も府内に広げるべく努めてまいりますので、引き続きご支援、ご協力のほど何卒宜しくお

願い致します。最後になりましたが、食品の提供、お金の支援、時間のご協力を頂いた皆

様には本当にありがとうございました。

２０２０年２月１２日 特定非営利活動法セカンドハーベスト京都

理事長 澤田政明

◆２HKの基盤強化のためのご支援

京都府共同募金会様よりこども支援プロジェクトを行う当法人のために、多くの機材導入を

ご支援頂きました。こども支援プロジェクトとフードバンク活動とシームレスに基盤強化に

つながるもので大変ありがたいご支援でした。

玄米保冷庫

NASシステム・PC・無停電電源装置等


